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池田 祥子 いけだ しょうこ 
 

日本大学 生物資源科学部 森林資源学科 3年 

日本大学山岳部での山行履歴 

平成 23 年 11 月 丹沢 鍋割山 

平成 23 年 12 月 三つ峠 

平成 24 年 2 月 冬季スキー天懇 

平成 24 年 3 月 丹沢 塔ノ岳 

平成 24 年 3 月 奥多摩 三頭山 

平成 24 年 4 月 高尾山 

平成 24 年 5 月 金時山 

平成 24 年 5 月 インドアクライミング 

平成 24 年 5 月 日和田山クライミング 

平成 24 年 6 月 初夏合宿 

           (横尾・涸沢定着）

平成 24 年 7 月 インドアクライミング  

平成 24 年 8 月  夏山合宿 

          (剱沢定着、剱岳)

平成 24 年 8 月 後半縦走 (剱岳～槍ヶ岳) 

平成 24 年 9 月 丹沢 葛葉川本谷 

平成 24 年 10 月 奥多摩 鷹ノ巣沢 

平成 24 年 10 月 日和田山クライミング 

平成 24 年 10 月 富士山 

平成 24 年 10 月 秋季天幕懇親会 

平成 24 年 10 月 秋山合宿  

    (北アルプス 表銀座・東鎌尾根)

平成 24 年 11 月 初冬合宿 

      (北アルプス 八方尾根・唐松岳)

平成 24 年 12 月 群馬県 尼ヶ禿山 

平成 24 年 12 月 冬山合宿 

                   (北アルプス燕岳)

平成 25 年 2 月  丹沢 檜洞丸 

平成 25 年 2 月  二月合宿 八ヶ岳 

平成 25 年 2 月  冬季スキー天懇 

平成 25 年 3 月  上越 神楽峰山スキー 

平成 25 年 4 月  奥多摩 

越沢バットレスクライミング（２日間）

平成 25 年 4 月  高尾山 

平成 25 年 5 月  日和田山クライミング 

平成 25 年 5 月   山岳研修会 剱岳 

平成 25 年 6 月 初夏合宿 (横尾・涸沢定着)

平成 25 年 7 月 奥多摩 

   越沢バットレスクライミング

出  身：  東京都日野市  都立日野高等学校卒 

生年月日：  平成 5年 2月 8日 

入  部：  平成 23 年 11 月 

平成 24 年 8 月 夏山合宿 鷲羽岳にて 

平成 25 年 6 月 初夏合宿 奥穂高岳山頂にて 平成 24 年 8 月 夏山合宿 薬師岳山頂にて 



                 事故後の経過報告 

                                    監督 大谷直弘 

 

本年、７月１３日に奥多摩越沢バットレスにおきまして、岩登り練習中に２年生部員の池田祥子

（生物資源科学３年）が転落いたしました事故につきましては、ＯＢ皆様からの多大なご寄附を賜

り本当に有難うございました。そのご厚情に只々感謝の気持ちでいっぱいでございます。ここに改

めてお礼を申し上げます。 

早速ではございますが８月２８日に募金の一部を池田部員のご家族に送金をさせて頂きました。

池田部員のお母様よりお礼と、入院費用、リハビリの装具代に当てさせて頂きたいとの報告を頂き

ました。事故当日、東京医科大学八王子医療センターに緊急搬送され、同大学病院における集中治

療室での緊急措置、その後一般病棟における外科的治療を経て、８月３１日に府中市の３６６リハ

ビリテーション病院に転院を致しました。現在は意識の回復と四肢のリハビリを目的とした入院・

療養の段階に至っております。 

 

池田部員の現在の状況につきましては下記の通りでございます 

① 食事は流動食を鼻腔よりチューブにて摂取している。現在、固形食への摂取ができるよう嚥下
のリハビリが行われております。 

② 言語でのコミュケーションはできないが、呼びかけに対し部分的にボディ・アクションによる
意思表示が返ってくる場合があります。 

③ 歩行は出来ない状況です。 
④ 左目は開けることはできないが右目はシッカリ見つめることができます。 
左目の回復は厳しい状況とご家族から報告を受けております。 

⑤  ベッド上で小物などの識別や簡単な移動訓練が行われております。 
⑥  現在の３６６リハビリテーション病院における入院期間は本年１２月末を予定しており、次の   
段階として自宅でのリハビリ・療養に移るとのことでした。 

 

現役学生の活動について 

山岳部の活動につきましては、事故後、監督・コーチ、ＯＢにおきまして現場での事故後の検証、

コーチ会におきましては学生を交えた経緯の分析、原因の究明を重ねて参りました。その検証を踏

まえ再発防止に結びつくものを導き出し、事故報告書を取りまとめている状況です。現在、山行・

合宿は行っておりませんが、部室での部会は通常通り勉強会やトレーニングを行っております。ま

た、山行活動は前述の通り山岳部としては行っておりませんが、山での講習会等につきましては大

学本部の許可を得て、その都度参加をさせて頂いております。 

尚、学生による山行活動の再開の時期につきまして大学本部と調整中でございます。 

 

山岳保険の取り扱について 

当部では、学生の入部と同時に山岳保険の加入手続きを行っております。 

死亡・後遺障害の最高保険金額は５００万を上限と設定されていますが、事故後６ヶ月後の回復状

況を踏まえて、医師の診断書を提出して後遺障害の程度に応じて３％から１００％を乗じた金額を

後遺障害保険金として支払われることとなっております。山岳保険の申請手続きには今少し時間を

要することとなります。 



         傷害保険加入先    日本山岳協会山岳共済会 

         引き受け保険会社   三井住友海上火災保険株式会社   

         加入保険種類     登山コース    Ｅタイプ 

         保証内容       死亡・後遺障害  ５００万円 

                    遭難捜索費用   ５００万円  

                    賠償責任     １億円 

 

緊急搬送、入院から２ヶ月が経過しようとしております。可能な限り傍らに寄り添い池田部員を

励まし、その経過をみて参りました。日々、徐々にではありますが良くなってきていることは確か

であります。 

今、彼女の回復力を祈り、信じ、願うばかりであります。 

今回の事故につきまして、ＯＢの皆様にご心配おかけ致しましたことを幾重にもお詫び申し上げ

ます。                                           

 
 
学生の活動報告 
GW合宿 
場 所 ） 北アルプス 劒岳 
期 間 ） ４月２９日～５月５日 
メンバー）３年 CL 山浦、２年 賀来・金原・須郷・宝迫、ＯＢ  飯田・関 
 
行 動） 
４月２９日 移動日  
新宿～富山駅 
  
４月３０日 富山駅～室堂～剣御前小屋～劔沢ＢＣ１ 風雪 0.1℃ 
室堂に到着すると天気は既に荒れていた。この合宿中は終始膝下ラッセル。劔御前小屋で警備隊

から今後も天候は芳しくないこと、近辺の北斜面は雪崩の危険性がある、といった情報を仕入れ

BC1 を目指す。 
 
５月１日  雪上訓練 風雪 0.0℃ 
劔沢 BC1～雪上訓練開始～雪上訓練終了～劔沢 BC1 
朝、劒岳が奇麗に見える。剣山荘より北に５００ｍあたりの斜面を雪訓場に選び、歩行訓練を９

０分、８の字歩行を９０分と３時間歩き続けさせた。全員で滑落停止を練習。天気が荒れ始め、BC1

に帰ることにする。     

 

５月２日 雪上訓練 風雪 ‒4.0℃                                                      

劔沢 BC1～雪訓場～劔沢 BC1                                                           
依然風が強い。別山から北にのびる尾根斜面で支点構築、各種ビレイの練習。さらに１本支点や

土嚢袋を使った支点を交え懸垂下降を行い帰幕する。 
 

 



５月３日 劔沢ＢＣ１～一服劔～劔沢ＢＣ１ 曇り －３.0℃ 
４時出発の予定であったが、天気は荒れていて７時出発。８時に一服劔に到着するが前劔の雪の

つき方や隊員の歩行能力からリミットに間に合わないことは明白であったため下山を決定。雪洞訓

練をして、２年生は全員雪洞で就寝する。 

  
５月４日 劔沢ＢＣ１～くろゆりのコル～劔御前～劔御前小屋～雷鳥沢野営場 BC2 曇り    
宝迫のペースが上がらないため、他３名を関ＯＢにお願いしザイルを張ってもらう。２ピッチ目

は山浦がザイルを張る。全員ユマールで通過、ルンゼ帯を登り稜線に出た。風は吹き荒れ視界は１

０ｍ程。ホワイトアウトナビゲーション技術の練習には恰好のシチュエーションであった。  

５月５日 雷鳥沢野営場 BC2～雄山～別山～雷鳥沢野営場 BC2～室堂  晴れ            

宝迫は体調不良のためテントキーパーとする。一の越山荘からメットを着用させ、アイゼンは 

ザクザクと決まり頂上まで一気に上がる。別山で写真を撮りＢＣ２に帰幕し撤収する。  

総括  
現状把握に関して、十分把握出来る充実した山行であったように思う。また、それに対し私の予

想は大きく外れてはおらず彼らの力に対して程よい雪上訓練、課題、そして悪天候の経験をするこ

とが出来たと思う。しかし、気がかりなのはやはり体力不足であって今後、常に体力強化は念頭に

置いておかなければならないと感じた。リーダーシップ・メンバーシップに関して、これも少し前

進したように思う。テント内や反省会中も頻繁に意見交換をしている姿も見受けられた。登攀技術

向上に関してはこれからの復習次第であろう。全員センスは悪くないと感じている。これからもっ

と入出力を繰り返せる個人山行を行っていければ自ずと成果は出てくると期待できる。ともあれこ

の山行をきっかけに山を登る楽しさを感じさせることが出来たのであれば幸いである。また、後輩

の訓練に尽力してくださったＯＢに感謝したい。（記・山浦） 
 

 

初夏合宿 
目    的） 槍・穂高概念の把握、歩行・生活技術の習得、奥穂高岳登頂 
山   域） 北アルプス 穂高連峰・槍ヶ岳 
期   間） ６月１４日～２１日 
メンバー) ３年  CL 山浦、２年  Ｍ賀来、池田、金原、須郷、宝迫、１年 荒木、櫻井、林、 

桧山、水越、山縣、ＯＢ 飯田(コーチ)、関(コーチ)、大谷直弘（監督） 
 

行  動） 
６月１４日  移動日  新宿～上高地 

 
６月１５日  上高地～明神～徳沢～横尾 BC1 曇り後雨 
１年生の登山靴の履き心地を確かめながら、明神、徳沢、横尾 BC1 に到着。ロープワーク実習。 

 
６月１６日  槍ヶ岳隊（２年パーティー） 横尾 BC1～槍ヶ岳～横尾 BC1 晴後曇り 

横尾 BC1 ～槍沢ロッジ～大曲～槍ヶ岳山荘～槍ヶ岳～横尾 BC1 
山頂まではほぼ全てが危険箇所であったが、無事に槍登頂。計画より 30 分早く帰幕した。 
 

 



６月１６日  蝶ヶ岳隊 横尾 BC1～蝶ヶ岳～横尾 BC1 晴後曇り 
横尾 BC1 ～蝶ヶ岳～横尾 BC1 

横尾 BC1 到着後、ザイルワークの練習をした。飯田コーチ、関コーチが横尾に到着後間もなく、

槍ヶ岳隊も帰幕。 

６月１７日  雪上訓練 横尾 BC1～本谷橋～涸沢カール～本谷橋～横尾 BC1 晴               

前穂５・６のコルより下の雪渓で直登・直下降、斜登高・斜下降、滑落停止を行う。雪上歩行に

一年が慣れ始めた頃、大谷監督と櫻井が上高地から入山して合流する。 

６月１８日  雪上訓練 横尾 BC1～本谷橋～涸沢 BC2～涸沢カール～涸沢 BC2  曇り後雨 
ヒュッテに到着するや否や雨が強くなる。テント設営後様子を見る事にする。午後になると雨が

収まり始めたので FIX 訓練を行う。夜になると風が吹き荒れ、雨あしが強くなってきた。 
  
６月１９日  停滞 暴風雨 
気温は高いが雨風が強い。一晩でかなりの雪渓が解け出している。叩き付けるような風が何度も

V8を変形させた。一年生にはいい経験だと思い停滞を決める  

６月２０日  雪上訓練  涸沢 BC2～雪上訓練～涸沢 BC2 雨後曇り                         

朝一上空は雲がかかっておりアタックには踏み切れず、雪上訓練を行う。 

６月２１日  涸沢 BC2～奥穂高岳～涸沢 BC2～横尾～徳沢～明神～上高地 曇り後雨           

桧山が体調不良を訴えたため飯田 OB と涸沢 BC2 に残る。予定通り出発し、穂高岳山荘で賀来、

池田に偵察に行かせるが、雪は全くないようだ。ザイルは出さず順調に登頂、槍が見えていた。 

 総括  
メンバーそれぞれのコンディションを把握でき、目的は達したようにも思えるが、淡白な山行に

なりがちだったように思う。これからはこの人数でダイナミックさとコンパクトさを両立出来るよ

うな山行を意識したい。（記・山浦） 

 

 

個人山行記録 
 
・越沢バットレス （４月１３～１４日） 

メンバー Ｌ山浦、賀来、宝迫、池田、須郷、ＯＢ飯田、関 
・高尾山（新入生歓迎山行） （４月２７日） 
メンバー 金原、池田、宝迫、水越、山縣、篠崎、林、桧山、荒木、ＯＢ中嶋、大谷監督、関 

・丹沢 葛葉川本谷 （５月３日） 
メンバー Ｌ大谷監督、ＯＢ村木、賀来、井上、加藤  
・飯能 日和田山（５月１８日） 
メンバー Ｌ山浦、池田、賀来、金原、須郷、宝迫、篠崎、水越、山縣 
・北アルプス 剱岳 国立登山研修所 山岳研修会（５月２２日～２８日） 
メンバー 金原、須郷 

 



・丹沢 源次郎沢 （５月２５日） 
メンバー Ｌ大谷監督、ＯＢ関、宝迫、山縣、水越 

・飯能 日和田山 （５月２６日） 
メンバー Ｌ山浦、賀来、林、桧山、櫻井、荒木、加藤、ＯＢ飯田 

・丹沢 葛葉川本谷（６月２日） 
メンバー Ｌ賀来、荒木、桧山、大谷監督 

・丹沢 新茅の沢（６月９日） 
メンバー Ｌ大谷監督、加藤 

・奥多摩 水根沢谷（６月２９日） 
メンバー Ｌ山浦、賀来、須郷、山縣、水越、篠崎 
・モミソ沢 懸垂岩（６月３０日） 
メンバー Ｌ賀来、他 2名 

・南秋川水系 軍刀利沢（６月３０日） 
メンバー Ｌ関（ＯＢ）、金原、井上、櫻井 

・丹沢 葛葉川本谷 （７月７日） 
メンバー Ｌ大谷監督、ＯＢ村木、賀来、井上、加藤 

 

理事評議員会報告 

５月２８日  出席者：山本、原田、大谷、古野、飯田、学生 
１） 学生の山行報告（剱沢定着、立山登頂）、６月の山行計画 
２） 総会準備、暑気払いの予定 
 
７月２日  出席者：原田、高澤、大谷、古野、鈴木、若林 
１） 総会資料、暑気払い、学生援助金等の発送作業 
２） 天幕懇親会について 
３） ９０周年について等 
 
７月２３日 出席者：山本、原田、高澤、大谷、古野、家口、斉藤、鈴木、本多、飯田、関、 
          学生２名 
１） 池田祥子部員の越沢パットレス転落事故について 
２） 本件の募金活動について、及び暑気払いの中止等について 
３） 早急なる募金活動、大学との打ち合わせが必要 
 
８月６日  出席者：原田、大谷、古野、鈴木（快）、関、山浦、賀来 
１） 池田祥子部員の事故及び容態について 
２） 上記支援の為の募金活動について 
３） 大学側の対応 
 
８月２７日  出席者：大谷、古野、関、山浦    
１） 池田祥子部員に対する募金の状況、現時点までの金額、大学への対応 
２） 秋季天幕懇親会開催について、予定通り開催する 
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